
本研究の目的は、保幼小接続期カリキュラムを実施することで、児童の学ぶ意欲や主体的に学ぶ

力を高めることの有効性を検証するとともに、効果的な接続の在り方について考察することであっ

た。   

保幼小接続期カリキュラムを実施しているＡタイプの学校、スタートカリキュラムを実施してい

るＢタイプの学校、どちらも実施していないＣタイプの学校をそれぞれ抽出し、行動関係分析と発

話分析を行った。なお、Ｂタイプ、Ｃタイプの学校については複数校抽出した。その結果、Ａタイ

プの学校では、児童の活動時間が十分保障されていることや、「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、

「コミュニケーション能力」に関する児童の発話項目の割合が、高いことが分かった。 

また、児童の主体性を見取る検証授業では、Ａタイプの学校の児童において、友達と学び合いな

がら自分の思いを自由に表現するなど、主体的に学ぶ児童の発話が多くあった。 
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１ 研究目的 

平成 20 年に中央教育審議会から出された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善について」の答申では、近年の子どもの育ちについて、小１プロブレムや学

級崩壊等に見られるように自制心や規範意識の希薄化、人間関係の形成が困難あるいは不得意な子ど

もの増加が課題として挙げられている。特に、学習面において、子どもたちの知識は増えているが、

それらは断片的で受け身的なものが多く、学習に対する意欲や関心も低いと指摘されている。 

  本県においても、「平成24年度全国学力・学習状況調査結果（小学校）」によると、教科の学習意欲

等についての肯定群が全国平均に比べて尐なく、また、主に知識に関するＡ問題においては全国レベ

ルを維持しているものの、思考力・判断力・表現力等を問う活用に関するＢ問題では全国レベルを下

回という結果になっている。さらに、平成24年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する

調査の結果では、暴力行為や不登校児童生徒数においては全国平均を上回るなど、深刻な課題に直面

している。 

一方、保幼小の接続に関する現状としては、文部科学省における全国調査（平成 21年）によると、

全ての都道府県で「接続する必要がある」と回答している。本県では、「平成 24年度保育所・幼稚園

と小学校の接続について」のアンケート結果において、全ての保育者や小学校教員が「互いの保育・

教育内容を理解する必要性がある」と回答したが、実際に取組を行っている園や小学校は全体の 17％

であり、保幼小接続のための取組が十分に行われていないことも明らかになった。幼児教育と小学校

教育が円滑に接続されず入学を迎えた場合、子どもたちは小学校の学習や生活にうまく対応できず、

そのことが学習への集中を阻害し、授業の成立等にも大きく影響するのではないかと考えられる。 

無藤（2011）は、幼児教育がその後の学校教育、さらに大人になってからの活動の基盤を作るとし、

幼児教育と小学校教育のカリキュラムをつなぐ必要性を指摘している。 

こうした中、高知県教育センターでは平成 22年度及び 23年度において、幼児期に学んだ力を生か

し、小学校生活や教科学習にスムーズに適応しながら学ぶ力を育むことができるスタートカリキュラ

ム（第１学年対象）を開発し、その有効性を検証した。さらに、平成 24 年度には、保育所・幼稚園



での遊びの中の学びを見取り、小学校教育課程のどの部分につながるかをまとめたアプローチカリキ

ュラム（年長児対象）を開発し、園で実施した。その結果、アプローチカリキュラムの学びは、小学

校教育課程につながる経験内容・活動であることがわかった。 

そこで、本研究では、アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムで構成する保幼小接続期カ

リキュラム（以下、「保幼小接続期カリキュラム」という）（資料１）を実施することが、その後の学

習における児童の学習意欲の向上や主体的な学びにつながるのではないかと考え、小学校における授

業分析を行い、その有効性を検証することを目的とした。 

 

２ 研究仮説 

保幼小接続期カリキュラムを実施すれば、子どもたちの学ぶ意欲が高まり、主体的に学ぶ力を育む

ことができる。 

本研究では、この仮説を検証するために、以下のことを行う。 

①抽出校における授業の観察・記録 

②行動関係分析・発話分析による保幼小接続期カリキュラムの有効性の検討 

③児童の主体性を見取る検証授業 

 

３ 研究方法 

(1) 授業の観察・記録 

条件の異なる三つの学校群において、授業を観察・記録する。 

ア 対象 

・保幼小接続期カリキュラムを実施している小学校 Ａタイプ（以下、「Ａタイプ」という） 

・スタートカリキュラムを実施している小学校 Ｂタイプ（以下、「Ｂタイプ」という） 

・どちらも実施していない小学校 Ｃタイプ（以下、「Ｃタイプ」という） 

イ 実施時期（各３回程度） 

４月、５月、６月、７月、９月、11月 

   ウ  授業単元 

    ・Ａタイプ…４月～６月 スタートカリキュラム  ９月～11月 各教科 

    ・Ｂタイプ…４月～５月 スタートカリキュラム  ６月～11月 各教科 

    ・Ｃタイプ…４月～11 月 各教科 

 

(2) 行動関係分析・発話分析による保幼小接続期カリキュラムの有効性の検討 

ア 行動関係分析 

授業分析を行うにあたり、藤田、吉本（1980）によって開発された観点別Ｓ－Ｔ分析ソフト使 

用した。Ｓ－Ｔ授業分析は、授業開始から一定の間隔でその場面が教師の行動か子どもの行動か

を判断し、授業の特徴を教師と子どもの時間量と行動の割合で量的に分析するものである。 

Ｓ－Ｔ授業分析は授業開始から 30 秒間隔で判断していくが、このソフトは本来生徒用に開発さ

れたものであるため、児童の実態に合わせ 10秒間隔で見ていくことにした。 

 また、児童の実態を考慮し、教師の行動場面と子どもの行動場面を次のように変更した。（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表１ ＳＴ授業分析ソフトの変更点 

 は変更箇所                                                                      

イ 発話分析 

抽出授業から、児童の発話を五つの項目に分類し（表２）、数値化した。また、特徴的な項目に

おいて児童の発話を抽出し、その発話を引き出した教師の発話を分析し考察した。  

        

表２ 発話の分析項目について 

※１「基礎的・基本的な知識・技能」、「課題解決のために必要な思考力、判断力、表現力等」、「主体的に学習に取り組む態度」の

３要素。 

※２「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」の四つの観点。 

※３ 項目の妥当性においては、接続期カリキュラムの開発・実践者、鳴門教育大学大学院木下光二教授とともに検討し、担保さ

れていると判断した。 

 

(3) 児童の主体性を見取る検証授業の実施 

   児童の主体性を見取る検証授業「夏休みカレンダーを作ろう」を行い、児童の発話を分類し比較し 

た。また、児童の作品のうち、独創性のあるものをＡ評価（課題に主体的に取り組んでいる作品）、 

教師の見本や友達の作品を写したものをＢ評価（課題に取り組むが主体性は見取りにくい作品）、作 

成できなかったものをＣ評価（課題に取り組むことができず完成できなかった作品）として、児童の 

課題に対する主体性について検証した。 

 

 

 

 

 

 

教師の行動場面 教師の行動場面 

・思考を促す発問 

・支援、援助等 

・解説、説明、指示等 

・板書、範読等模範 

・その他 

・思考を促す発問 

・支援・援助・評価等 

・説明・指示・確認等 

・板書、範読等模範 

・その他（環境設定、移動、プリントや材料の配付、学習規律の指導、児童への注意等） 

生徒の行動場面 児童の行動場面 

・一人での思考場面 

・考えの発表、交流場面 

・一問一答 

・音読、実験等 

・その他 

・一人で思考・活動する場面 

・友達と関わりながら思考・活動する場面 

・全体で発表する場面 

・教師の指示に対する反応 

・その他（環境設定、移動、学習用具の準備をする・片付ける、待つ時間等） 

学校教育法の学力の３要素※1 と文部科学省の観点別学習評価※２を参考に保幼小接続期カリキュ

ラムの有効性を検証するため、以下の５項目の観点を作成し分類を行った。 

項目１ 関心・意欲・態度 主に児童の自己選択・判断に関わる発話、課題解決に関わる発話 

項目２ 知識・理解 主に基礎的・基本的な知識や理解に関わる発話 

項目３ 思考・判断 主に身に付けたことや経験を用いて考えている発話 

項目４ コミュニケーション能力 主に友達との対話に関わる発話 

項目５ その他① 主に教師の指示に対する返事 

項目５ その他② その他①以外の発話 



４ 結果と考察 

(1) 行動関係分析・発話分析の結果と考察 

ア 給食指導（入学後２～３日） 

Ａタイプ 
スタートカリキュラムＥ－３ 
おいしい給食いただきます 

Ｂタイプ 
スタートカリキュラムＥ－３ 
おいしい給食いただきます 

Ｃタイプ 
生活科 給食指導 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

児童（割合） 

28分 10秒 
（63％） 

教師（割合） 

17分 26秒 
（37％） 

児童（割合） 

平均 18分 15秒 
（45％） 

教師（割合） 

平均 24分 22秒 
（55％） 

児童（割合） 

平均 11分 26秒 
（26％） 

教師（割合） 

平均 25分 17秒 
（74％） 

授業時間 45分 36秒（時間超過） 授業時間 平均 42分 37秒 

（うち 2分 23 秒は学習内容でない） 

授業時間 平均 36分 43秒 

（うち８分 17 秒は学習内容でない） 

教師の活動 
■思考を促す発問 
■支援・援助・評価等 
■説明・指示・確認等 
■板書・範読等模範 
■その他（環境設定、移動、プリントや材料の配付、

学習規律の指導、児童への注意等） 

児童の活動 
■一人で思考・活動する場面 
■友達と関わりながら思考・活動する場面 
■全体で発表する場面 
■教師の指示に対する反応 
■その他（環境設定、移動、学習用具の準備を

する・片付ける、待つ時間等） 

図１ 【入学直後の給食指導】行動関係分析 分析結果 

 
表３ Ａ・Ｂタイプ スタートカリキュラムＥ－３、Ｃタイプ 生活科 給食指導 発話分析結果 

 教師発話例 児童発話例 

Ａ 
タ 
イ 
プ 

(例) 

■幼稚園や保育園で給食をどうしよったか、お話しで
きる人いますか？【思考を促す発問】 

 

 ■当番が入れよった。（一人で思考・活動） 
【思考・判断】 

 ■チームでご飯入れよった。（一人で思考・活動） 
【思考・判断】 

 ■なんかね、給食当番がね（一人で思考・活動）。 
【思考・判断】 

■保育園・幼稚園はチームでやりよったがやね。 
【支援・援助】 

 

 ■幼稚園は２チーム、ひよこチーム。 
【思考・判断】 

■幼稚園ではチームがあったけど、学校は１班・２
班・３班という班があります。【説明】 

 
 

Ｂ 
タ 
イ 
プ 

（例） 

■給食の準備って幼稚園でもしてたよっていう人。
（略）【指示】 

 

 ■やったことある。【思考・判断】 
■皆でね、自分の席で食べるが。【思考・判断】 

■こんなに大勢の人がね、給食準備に行ったらね、大
変です。だからね（略）みんなをね、二つのグループ
に分けます。（略）給食当番さんのことです。【指示】 

 

 ■やったことある。【思考・判断】 

■やったことある人。【指示】 
■給食当番じゃない人は何をするのかというとね、配
ぜん係って言ってね…（略）【説明】 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 教師発話例 児童発話例 

Ｂ 
タ 
イ 
プ 

（例） 

■マスクをして、お席で静かに当番さんが取りにきてく
ださいって言うまで静かに待っていましょう。【指示】 
■その間、しばらく本を読んだりしていていいですよ。
【指示】 

 

■配膳をする、さんはい。【指示】  

 ■配膳をする。【その他② 不明】 

■この絵のように準備をします。（略）【説明】  

■はい、皆見て。【指示】 
■どんな風にたたむのかな？（略）【思考を促す発問】 
⇒エプロンのたたみ方を前で説明する。【模範】 

 

■給食を食べる時間はどれ位あるかと言うとね【説明】  

Ｃ 
タ 
イ 
プ 

(例) 

■それでは、今から給食当番さんのお仕事を言います。
（略）【説明】 
■今日はこの 10人にしてもらいます。【説明】 
■で、後の人は給食当番さんが準備出来たら先生が取り
にきてくださいと言います。【説明】 
■そしたら取りにきます。【説明】 
■で、給食を食べるときは班をくっつけて、５人で食べ
ます。（略）【説明】 
■それでは、机のくっつけ方から言います。（略）【説明】 
⇒班机の仕方について説明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■はい、じゃあみんな、一回本読みゆうの閉じてくださ
い。【指示】 
■今から当番さんに動いてもらうのでよおく見よって
くださいよ。（略）【指示】 

 

■呼ばれたら本を片付けて手を洗ってから行きます。 
【説明】 
■今、先生のお話、聞こえた人手あげて。（略）【指示】 
■はい、呼ばれたらどうしますか？【思考を促す発問】 

 

図１の行動関係分析結果から、Ａタイプは教師の活動時間が 17 分 26 秒、児童の活動時間が 28

分 10 秒であり、児童の活動時間が多い。Ｂタイプでは教師と児童の活動時間が平均 24 分 22 秒と

平均 18分 15秒でほぼ同じ時間で行われ、Ｃタイプでは教師の活動時間が平均 25分 17秒、児童の

活動時間平均 11 分 26 秒であり教師の活動時間が多い。また、入学直後の時期は児童にとって初め

ての経験が多いため、教師は児童に説明や指示を多くする傾向がある。しかし、Ａタイプは「説明・

指示・確認」の割合は全体の 28％と低い割合であった。 

表３の発話分析結果から、Ａタイプの担任は児童に「幼稚園や保育園で給食をどうしていたかお

話しできる人はいますか。」と、園生活を思い起こさせる発問を行っている。児童からは「チーム

でご飯入れていた。」など、園での経験が次々に語られた。そして、この担任は児童の発言を踏ま

えて「幼稚園ではチームがあったけど（略）」など、園と学校の違いのみを説明した。このように、

Ａタイプの担任は、児童が幼児期に自分たちで給食活動を行ってきたことを把握していたため、幼

児期の学びを生かした活動の場を保障したと考えられる。 

Ｂタイプの担任も、児童に「給食の準備、幼稚園でもしていましたか？」と園生活を思い出させ

る発話を行った。一方、児童からも園の経験を語ろうとする発話が多く見られたが、担任は園での

給食を実際に見たことがなかったためか、一から給食の説明を行い、児童はそれを聞くだけといっ

た場面が見られた。 

Ｃタイプの担任は、児童に園での給食経験を問わず、一から丁寧に給食指導を行うことが多く、

その間、児童は教師の話を聞き指示に応えるといった状況であった。 

これらのことから、小学校教師が児童の園生活の様子を把握し、それらの学びを生かした指導を

行うことで、児童の学びが途切れることなく主体的に小学校生活に取り組むことができ、意欲や自

信につながるのではないかと考えられる。 

 



イ スタートカリキュラム 【Ｊ－１ 動物ランドで遊ぼう なかよくなろう】（４月～５月） 

図２ 【Ａタイプ・Ｂタイプのスタートカリキュラム Ｊ－１】行動関係分析 分析結果 

 

表４ Ａタイプ・Ｂタイプ【スタートカリキュラム Ｊ－１ 動物ランドで遊ぼう なかよくなろう】発話分析結果と発話項目の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａタイプ   Ｂタイプ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

児童の活動時間（割合） 
25分 43秒（61％） 

教師の活動時間（割合） 
16分８秒（39％） 

児童の活動時間（割合） 
平均 20分 35秒（46％） 

教師の活動時間（割合） 
平均 24分 16秒（54％） 

授業時間 
41 分 51秒（うち３分９秒は学習内容でない） 

授業時間 
平均 44分 51秒（うち９秒は学習内容でない） 

 教師発話例 児童発話例 

Ａ
タ
イ
プ 
 
例 

■どんな歌が隠れているか、ペ
アで話し合って下さい。【説
明】 

 

 ■カエルの歌かなあ。【コ
ミュニケーション能力】 
■そうや、まいごの…【コ
ミュニケーション能力】 

 ■一緒にやろう。【コミュ
ニケーション能力】 

■ありがとう。【コミュニケ 
ーション能力】 

Ｂ
タ
イ
プ 
 
例 

■何が出てくる動物か、分かっ
たらさっと手をあげてよ。【指
示】 

 

 ■コアラ！【関心・意欲・
態度】 
■サル！【関心・意欲・態
度】 

 ■好きな動物は何ですか 
【コミュニケーション能力】 
■ぼくの好きな動物は、キ 
リンです。【コミュニケーシ 
ョン能力】 

図２の行動関係分析結果から、Ａタイプは児童の活動時間が平均 25分 43 秒、Ｂタイプは平均 20

分 35 秒であり、両者とも、児童の活動時間を保障するスタートカリキュラムの特徴を意識した授業

が展開されていたことが分かった。 

また、表４の発話項目を見ると、Ａタイプではコミュニケーション能力を表す発話が 32％で、Ｂ

タイプの７％に比べると 25ポイントと割合が高い。その要因としては、Ａタイプでは学習導入時か

らペア学習を取り入れたり、インタビューゲームにおいて活動時間を十分に保障したりするなど、

児童同士の関わりに重点が置かれた展開が行われたことによるものと考えられる。また、Ａタイプ

の担任は、児童が幼児期に音楽に親しみ、友達との関わりの中で学んできたことを把握していた。

そこで、児童の主体性や関わりに重点を置いた学習を展開し、多数の児童が交流している間、担任

は支援が必要な児童に関わる時間をつくることができていた。 

一方、Ｂタイプでは、挙手による動物クイズや、教師の模範演技に合わせて児童が踊るといった

学習を展開していたが、参加できない児童も見られた。しかし、インタビューゲームでは多くの児

童が参加できたことから、この時期の児童には教師対児童で学習する形態よりも、児童同士で関わ

り合う学習形態が効果的であると考えられる。 

これらのことから、スタートカリキュラムにおいては、児童の活動時間を保障するだけでなく児

童同士が関わる時間を多く取り入れるなど、幼児期の学びの環境を積極的に取り入れることが重要

であることが分かる。また、それらの工夫が児童の学習意欲やコミュニケーション能力の向上につ

ながり、その後の教科学習へのスムーズな移行につながるのではないかと考える。 

インタビューゲーム中 

インタビューゲーム中 



ウ 国語科【かぞえうた】（９月） 

図３ 【国語科 かぞえうた】行動関係分析 分析結果 

 

                       表５ 【国語科 かぞえうた】発話分析結果と発話項目の割合 

   
 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

                                        

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

児童（割合） 

24分 55秒 
（60％） 

教師（割合） 

16分 44秒 
（40％） 

児童（割合） 

平均 20分 42秒 
（54％） 

教師（割合） 

平均 17分 21秒 
（46％） 

児童（割合） 

平均 17分 51秒
（41％） 

教師（割合） 

平均 25分 56秒 
（59％） 

授業時間 41分 39秒 

（うち３分 21 秒は学習内容でない） 

授業時間平均 38分３秒 

（うち６分 57 秒は学習内容でない） 

授業時間平均 43分 47 秒 

（うち１分 13 秒は学習内容でない） 

 教師発話例 児童発話例 

Ａ 
タ 
イ 
プ
(例) 

■けいとは１本２本３本…と数え
ます。（略）【説明】 

 

■本って数えるものにはほかにど
んなものがあるか隣り同士で話し
てください。（略）【指示】 

 

 ■バット。【コミュニケーション能
力】 

■えんぴつ。【コミュニケーション能力】 

Ｂ 
タ 
イ 
プ 
(例) 

 ■９つぶは小さいものを数えるとき
につかう。【思考・判断】 

■はい、バナナは何て数えます
か？【思考を促す発問】 

 

 ■５本です。【知識・理解】 

Ｃ 
タ 
イ 
プ 
(例) 

 ■はい、ひるねのくじらがっていう
ところの「ひ」っていうところが、
ひとつの「ひ」っていう…【思考・
判断】 

■ありがとう、そこまで言ってく
れたらみんな分かったと思いま
す。【評価】 

 

■ここを見てください。【指示】 
■同じ漢字よね。（略）【確認】 
■ここは「み」って読むけど、こ
こでは「さん」って読むろ。【確認】 

 

【かぞえうた】は、詩を通してものの数え方や漢数字の読み書きを学ぶ単元である。 

図３の行動関係分析結果から、Ａタイプではスタートカリキュラム以降も児童の活動時間が多い。

Ｂタイプでは教師と児童の活動時間がほぼ同じ、Ｃタイプでは教師の活動時間が多いことが分かった。

さらに、「友達と関わりながら思考・活動する場面」はＡタイプではその割合が７％となっており、

Ｂタイプ及びＣタイプに比べて高い割合を占めていた。 

表５の発話分析結果から分かるように、Ａタイプでは【毛糸を○本と数える】ことを確認した後、

身の回りで【○本】と数えるものについて話し合うペア活動を取り入れたため、その後の発表場面で

は、児童のこれまでの経験から語られた発話が多く見られた。また、その後の展開においても、教師

は支援に徹し、児童の活動を十分に保障した。 

また、Ｂタイプにおいても、児童から「９つぶとかは（略）。」など経験を基にした具体的な発言

が多く見られた。しかし、担任はその発話を取り上げることなく正答を求める発問を行ったため、一

問一答の展開となった。 

他方、Ｃタイプでは、児童の発言を教師が変わって丁寧に説明する場面が多く見られた。また、教

師が指示したことに児童が答えるなど、一問一答の場面が見られた。 

これらの結果から、Ａタイプの児童は「思考・判断」、「コミュニケーション能力」の項目におい

て、高い割合を示すことが分かった。 

 



エ 算数科【かたちあそび】（11月） 

図４ 【算数科 かたちあそび】行動関係分析 分析結果 

 

表６ 【算数科 かたちあそび】発話分析分析結果と発話項目の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

児童（割合） 
32分 10秒 
（73％） 

教師（割合） 
９分 50秒 
（27％） 

児童（割合） 
平均 22分 22秒 

（60％） 

教師（割合） 
平均 15分 31秒 
（40％） 

児童（割合） 
平均 14分３秒 

(50％) 

教師（割合） 
平均 14分 18秒 

（50%） 
授業時間 42分 

（うち３分は授業内容でない） 
授業時間 平均 37分 53秒 

（うち７分７秒は授業内容でない） 
授業時間 平均 28分 21秒 

（うち 16分 39秒は授業内容でない） 

 教師発話例 児童発話例 

Ａ 
タ 
イ 
プ 

（例） 

■今日は色んな箱を「かたち」
に注目して分けてもらいたい
と思います。【説明・指示】 

 

 ■四角いのは四角いので置いて。
【思考・判断】 

 ■同じです。【コミュニケーション能力】 
■コウヘイ君に付け足しです。【コ

ミュニケーション能力】 

Ｂ 
タ 
イ 
プ 
(例) 

■何と何に分けましたか？【略】
【思考を促す発問】 

 

 ■大きいものと小さいもの。【思
考・判断】 

■大きい形と小さい形に分けた
んだね。【支援・援助】 

 

Ｃ 
タ 
イ 
プ 
(例) 

 ■ここの四角いとこは四角の仲間
で、こっちのチップスターみたい
なやつは丸いチームに分けまし
た。【思考・判断】 

■先生はどこを指しているんで
しょうか。【思考を促す発問】 

 

 ■そこの上。【一人で思考・活動す
る場面】 

【かたちあそび】は、身の回りにあるものの観察を通して、立体図形の基礎を学ぶ単元である。本

単元では、児童が班活動を通して箱やボールを分類し発表する場面を分析した。 

図４の行動関係分析結果から、教師の【説明・指示・確認】の割合は、Ａタイプ 11％、Ｂタイプ 14％

に対して、Ｃタイプでは 38％と２倍近くとなった。 

また、表６の発話分析結果から、Ａタイプの担任が「今日は色んな箱を形に注目して分けてもらい

たいと思います。」と投げかけると、児童から「四角いのは四角いので置いて（略）。」など、形を

理解した発話が見られた。これらの発話は、思考・判断につながるものであり、発話項目の割合は 20％

を示している。また、その発話に対して他の児童も次々に反応している。そして、班活動後の発表で

も、発話した児童に対し、他の児童から質問や意見が次々に行われるなど、児童間で意欲的に学習が

展開されていた。これらの発話は、コミュニケーション能力（42％）、関心・意欲・態度（25％）の

発話項目において高い割合を示している。 

一方、ＢタイプやＣタイプでは、班活動後の発表において「四角の仲間、丸いチーム」など、形を

理解した発話が行われたが、その後は担任がまとめ、指示に答えるといった一問一答の展開となった。 

このような結果から、Ａタイプの児童は、「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「コミュニケ

ーション能力」の項目において高い割合を示すことが分かった。児童の実態に応じた接続期カリキュ

ラムを工夫し、その後の教科学習につなげることは、児童の学習意欲、思考・判断力、コミュニケー

ション能力を高めるような学習形態になることが期待できる。 



（2） 検証授業の分析結果と考察 

ア 検証授業「なつやすみ カレンダーを つくろう」（７月） 

(ｱ)  児童の見取り 

 

(ｲ)  発話項目の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 (ｳ) 作品の評価結果 

作品（カレンダー）を独創性のあるものをＡ評価、教師の見本や友達の作品を写したものをＢ 

評価、作成しなかった・できなかったものをＣ評価で分類し、集計した結果を比較した。（評価

においては、指導主事等、研究生で行った。）（表７） 

表７ 作品評価一覧 

  Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ 

Ａ評価 平均 57％ 平均 38％ 平均 26％ 

Ｂ評価 平均 43％ 平均 58％ 平均 74％ 

Ｃ評価 ０％ 平均４％ ０％ 

 

 

 

 

 
 
 

 

Ａ 

タ 

イ 

プ 

それぞれが作品作りに集中し、自分の思いや願いを表現した作品が多く見られた。また、

完成した作品について話をしたり困っている友達を手伝ったりするなど、アドバイスしたり

励まし合ったりする様子が見取れた。 

Ｂ 

タ 

イ 

プ 

友達とグループを作りにぎやかな雰囲気で作成が行われた。また、「おれ、１０月までか

く、ポケモンをかく」など、自分の思いを表現しようとする発話も見られた。しかし時間が

たつにつれ、一部では学習に関係のない話題で盛り上がり、いざこざが始まるなどその他の

発話が目立った。また、友達と同じ作品を作る児童も見られた。 

Ｃ 

タ 

イ 

プ 

カレンダー作りが始まると、児童からは「何でかいてもいいが？」「何でかくが？」など、

教師の指示を求める発話が多く聞かれた。その後は、それぞれが集中した雰囲気の中で作成

が行われたが、教師が提示した見本のカレンダーを描き写した作品が多く見られた。 

作品評価結果から、ＡタイプはＡ評価が 57％と割合が高かった。 

また、発話分析結果からＢタイプでは、グループによって馴れ合いの関係が見られるなど個人

差があることが分かった。Ｃタイプでは、児童は課題に集中するが、自分の思いを表現するより

教師の指示に従うことで安心する雰囲気が見られた。そのため、Ａタイプのように保幼小接続期

カリキュラムを実施することは、児童の学習意欲の向上や主体的に学ぶ【学びに向かう集団】を

形成するために有効であると考えられる。 

 



(3) 分析を行った授業における発話項目の総合結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 発話項目の割合（※項目５：その他①②の項目を省く） 

５ 成果と課題 

(1) 成果 

○ 抽出校の授業を量的・質的に分析し比較することで、保幼小接続期カリキュラムの有効性を実証

することができた。 

アプローチカリキュラムを理解した担任がスタートカリキュラムを行うことで、幼児期の学び

や育ちが小学校への学習や生活に効果的に接続され、その後の教科指導にもつながった。また、

そのような保幼小接続期カリキュラムを実施することで、児童の学ぶ意欲、思考力・判断力、コ

ミュニケーション能力が高まることも分かった。 

○ Ａタイプの発話分析から、児童が幼児期に体験したことが生かされた発話を見取ることができた。

また、それはアプローチカリキュラムの学びの事例とつながっていることも分かった。 

○ 保幼小接続期カリキュラムを保育者や小学校教員が実施しやすいように、具体例を示した「保幼 

小接続のための実践プラン」（資料２）を作成することができた。 

(2) 課題 

○ 保幼小接続期カリキュラムを実施する園や学校を県下に広げる。 

   本県で保幼小接続期カリキュラムを実施している園や学校が１校であるため、今後、実施する園 

や学校を県下に広げる必要がある。 

(3) 今後の取組 

○ 保幼小接続カリキュラムをより効果的に行うための実践プランの導入 

    保育者と小学校教員が年間を通してどのように保幼小接続期カリキュラムを行っていけばよい 

か、「スタートカリキュラムから教科学習への円滑な移行のポイント」、「幼児と児童の交流」、「教 

職員の研修」についての具体例を示した実践プランを作成した。このプランを今後導入し、その 

有効性を検証したいと考えている。 

○ 保幼小接続期カリキュラムの有効性をさらに高めるための様々な授業実践の分析 

    小学校の教員の経験年数等によって効果の差異がでないように、様々な授業実践を検証し、その 

有効性を高めていきたいと考えている。 

【参考・引用文献】                                                                 
・文部科学省 中央教育審議会答申（2008）『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善について』 

・幼児期と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議『幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の
あり方について（報告）』平成 22年 

 ・尊田史・尾中映里（平成 22年）『保幼小の連携教育のカリキュラム作成に関する研究』高知県教育センター報告書  
 ・押川朝子・尾中映里（平成 23年）『保幼小の連携教育のカリキュラム作成に関する研究』高知県教育センター報告書  
 ・小松和佳・尾中映里（平成 24年）『保幼小の連携教育のカリキュラム作成に関する研究』高知県教育センター報告書 
 ・無藤隆『保育の学校３～５つの教育的課題編～』 

これまでの抽出授業における各発話

項目の割合を合計し、総合比較した結

果、「関心・意欲・態度」「思考・判断」

「コミュニケーション能力」の各項目

ともにＡタイプが高く、「知識・理解」

の項目ではＣタイプの学校が高かっ

た。これらのことから、保幼小接続期

カリキュラムを効果的に実施すること

は児童の学習意欲や思考力・判断力、

コミュニケーション能力の向上に有効

であると言える。 

 

 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

知
識
・
知
識 

思
考
・
判
断 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 



 

 

課
題

知

確かな学力

基礎・基本を身に付け、いかに社会が変化しよう

と、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や

能力

徳
豊かな心

自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思い

やる心や感動する心などの豊かな人間性

体

体力・健康

たくましく生きるための健康や体力

環
境
構
成
◎

 
留
意
点
○

家

庭

と

の

連

携

　　　　　　　　・生活習慣の見直し（早寝、早起き、朝ご飯、排便のリズム）　　　　・就学への心構えや生活習慣を再確認する

　　　　　　　　・子どものよい面や成長している姿を保護者に伝える　　 　　　　　 ・集団生活を通し、協力し合い、認め合う中で、共に育つことを伝える

幼

児

期

の

終

わ

り

ま

で

に

育

て

た

い

子

ど

も

の

姿

・身近な物や用具などの特性や仕組みを生かしたり、いろいろな予想をしたりして、楽しむ

・友達と積極的にかかわり、相手の思いや考えなどを感じながら行動する

・自分の考えや気持ち、困っていることを自分なりの言葉で話そうとする

・相手も自分も気持ちよく過ごすために、してよいことと悪いことの区別などを考えて行動する

・友達の思いや考えに気づき、心を通わせながら一緒に遊ぼうとする

・身近な人々に、自分からも親しみの気持ちをもって接する

主
な
経
験
内
容
・
活
動

　各校の教育課程に基づいた学習

保

幼

小

連

携

・

交

流
子ども

教職員

　　　　　　保幼小接続期カリキュラム　Ａ市立Ｂ小学校校区保育所・幼稚園　　　　アプローチカリキュラム　　　　　　　　　　　　　　　スタートカリキュラム
０歳～年長８月　　９月　　　　　　　　　　　　　　　１０月　　　　　　　　　　　　　　　１１月　　　　　　　　　　　　　　　１２月　　　　　　　　　　　　　　　１月　　　　　　　　　　　　　　　２月　　　　　　　　　　　　　　　３月　　　　　　　　　　　　　　　４月（１年生）　　　　　　　　　　　　　　　５月

≪保育所・幼稚園≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪小学校≫
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・基本的生活習慣の定着に個人差がある　　　 　 　　・場と相手に応じた適切な言葉使いや行動ができない幼児がいる　　　　　　・最後までやり抜く継続性や精神力に弱さが見られる

確かな学力につながる基礎

○学びを支える基礎

　[好奇心、思考力、探究心、達成感、向上心、

　協同性等]

○学びの芽生え

　　・コミュニケーショ ン☆

　　・図形、長さ、ことば（文字）数量等

豊かな心につながる基礎

○規範意識☆

○自尊感情☆

○人間関係

体力・健康につながる基礎

○基礎的な生活習慣

○食

○健康・安全

生
　

き

　
る

　
力

・衣服の着脱、食事、排泄など の生活に 必要な活動の必要性に 気づ き 、自分です る

・いろいろな遊びの中で体を動かす喜びを味わい、進んで体を動かそうとする

・自分の健康や安全についての心構えを身に付け、自分の体を大切にする気持ちをもつ

・物との多様なかかわりとの中で、物の性質や仕組みについて考えたり、気付いたりする

・共通の目的に向かって取り組む中で、みんなで協力し合うことの楽しさや責任感、達成感を感じる

・友達と意見を出し合い、一緒に遊ぶ中で、自分の気持ちを抑えたり相手の意見を受け入れたりする

・クラ スのみんなと心地よく過ごしたり、より遊びを楽しくするためのきまりがあることが分かり、守ろうとする

・自分の気持ちを調整し、友達と折り合いをつけようとする

・関係の深い人々との触れ合いの中で、自分が役に立つ喜びを感じる

・思いが通じない時に、手が出たり、トラ ブルになったりする時がある

・遊びや生活の中でルールが守れずトラ ブルになる時がある

・自己中心的な行動が見られることがある

・いろいろなことに興味関心はあるが、自分が苦手なことや嫌なことには消極

的である

・第１回 保幼小交流活動
（保幼小学校のウｵークラリー）

☆スタートカ リキュラムの支援 ☆小学校授業参観への保育者参加
☆交流活動、一日入学等、事前打ち合わせ及び情報交換会 ☆保幼小合同研修会の実施（研修計画位置づけ） ☆要録の送付及び受け取り

スタートカリキュラムの特徴
○一人一人の活動時間を確保し、活動的な学習内容を多く取り

入れている。

○コミュニケーショ ン力が高まり、友だちとのかかわりが深まる
○目標を「楽しむ」「慣れる」「親しむ」などにして、個の内面の育ち

を大切にする

スタートカリキュラムの工夫
①児童が主体的に活動でき、安心して活動が行えるような環境を

設定する

②複数の教科の目標や内容を組み合わせた合科的な学習の時

間を設定する

③幼児期に経験してきた、「遊びを通して総合的に学ぶ」指導方法
や指導形態を小学校の教科の学習や生活に取り入れる
④教師のかかわり方の工夫をする

保護者の期待や不安を知り、適切に対応する
・学年便り等で活動やねらい、子どもの様子等を伝える ・学年、学校体制の取組を伝える

 困難なことにつまずいても気持ちを切り替えて乗り越えようとする

 いろいろな活動や遊びにおいて自分の力で最後までやり遂げ、満足感や達成感をもつ

 相手の話を聞いて分かったり、自分の思いやいや考えなどを相手に分かるように伝えようとする

 友だちとのかかわりを通して互いのよさを分かり合い、心を通わせながら一緒に遊びを進めようとする

 共通の目的をもって話し合ったり、役割を分担したりして、力を合わせてやり遂げようとする

① 体を動かして遊ぶ楽しさやみんなで力を合わせる喜びを味わう ○リレー ○かけっこ ○綱引き ○おにごっこ ○ドッジボール ○マラ ソン ○なわとび ○鉄棒

② 物の数や文字に興味を深め、遊びや生活に取り入れる ○お店屋さんごっこ ○郵便屋さんごっこ ○カ ルタ ○トラ ンプ ○なぞなぞ ○すごろく ○しりとり

④ 友だちと互いに考えやイ メージを出し合いながら、協力して遊びを進めていく充実感を味わったり、表現する楽しさを味

わう

○劇遊び ○楽器遊び ○ごっこ遊び ○歌

⑤ 自分なりの目当てをもって繰り返し取り組む

○なわとび ○こま回し

○たこ作り ○たこ揚げ ○編み物

⑥ 自分たちの成長を感じ、自信を持って行

動する

○卒園にむけての活動

○園生活を振り返り、やりたい遊びを友だちや

異年齢児と一緒に楽しむ

③ 自然に触れ、自然物を通して気づいたこと感じたことなどイ メージを膨らませた遊びをしようとする ○秋・冬の自然物を使った遊び ○氷遊び

⑦ 異年齢児との遊びや当番活動を通して、自信をもって活動しようとする ○異年齢児との遊びや交流活動 ○給食当番 ○掃除当番 ○出席調べ ○飼育活動

① ◎自分なりにめあてをもって取り組み、もっている力を十分に発揮して遊ぶことができるように、運動遊びに必要な道具を準備したり場の確保をする
○子ども同士の話し合いの場、協力し合う姿、頑張りを大切にし、友だち同士認め合えるような雰囲気づくりを心がける

② ◎遊びの中で、数えたり、並べたり、比べたり、また、文字の必要性に気づく場面を作る

○子どもたちの興味や活動意欲の高まりを十分に受け止めながら力が発揮できるようにする

③ ◎季節の変化を生活の中に多く取り入れる

○身近な環境の中の様々なものとの出合いの中で、心を揺さぶり、子どもなりのイ メージを大切にしながら創造性を豊かにしていく

④ ◎十分遊び込むことができるような時間や場を確保する

◎要求が出た時は出せるように、様々な材料を準備しておく

○子どもたちの中から出てくる思い、イメージを大切にし、そのイメージを実現できるよう、寄り添い、一緒に考えたりし
ながら活動を進める

⑤ ◎保育者もモデルとなり、遊びを広げるような場面を作る

○目的に、向かって考えたり工夫したりしながら友だちとやり

遂げたという充実感、満足感を味わわせる

⑥ ◎今まで経験した遊びの中で、楽しかった
ことが十分にできる環境（用具・材料等）を設

定する

○一人一人の良さを仲間として認め合い、

個々の力を十分に生かせるよう配慮する

○卒園にむけてさまざまな心情の変化を察し
ながら、成長した点に気づかせ周囲の人たち

に感謝の気持ちをもてるようにする

○新しい生活への期待と不安な気持ちを受け

とめる

⑦ ◎異年齢児とのかかわりをもてるような場面を設定したり、いろいろな当番活動が選べたりするような工夫をする

○一人ひとりのがんばりを認めたり、人の役に立つことへの喜びに共感したりして、自信につなげていく

教科等の学習

・国語、算数、生活科、音楽、図画工作、体育、

道徳、特別活動等

スタートカリキュラム 計52時間
大単元

第１期「はじめまして」

２５時間

第２期「がっこうだいすき」

１６時間

第３期「みんななかよし」

１１時間

 主体的に学ぶ

 学習意欲がある

 コミュニケーショ ン能力がある

 自分や友だちのよさに気づく

 思いや願いをもつことができる

・生活や遊びを通して、必要感をもって、数えたり、比べたり、組み合わせたりしながら、物の数量や長短、広さや速さ、、図形の特徴等に関心をもつ

・文字が、生活や遊びの中で人と人をつなぐ コミュニケーションの役割をもつことに気付き、読んだり、書いたり、使ったりする

・第２回 保幼小交流活動
（秋の自然物を使って音の出るものを作る）

・第３回 保幼小交流活動【一日入学】
（ゲーム、教室・学校案内）
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